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神戸大学百年記念館 

 神戸大学は、開放的で国際性に富む固有の文化の下、「真摯・自由・協同」の精

神を発揮し、人類社会に貢献するため、普遍的価値を有する「知」を創造するととも

に、人間性豊かな指導的人材を育成します。 

■神戸大学の使命 



 

  ごあいさつ 

神 戸 大 学 長 

  福 田 秀 樹 

神戸大学は、明治35年に我が国で2番目に設置

された高等商業学校である神戸高等商業学校を前

身とし、昭和24年に兵庫県下の旧制官立学校が一

体となり新制大学として設置されました。  

現在まで110年の歴史と伝統を有し、11学部、14

大学院研究科、法学と経営学の2専門職大学院、

研究環、研究所、附属病院、教育研究府さらには

多くの研究センターを擁し、人文・人間科学系、社

会科学系、自然科学系、生命・医学系にわたる、多

様な教育研究分野を包括する総合大学となってお

ります。      

本学は、開学以来、国際都市神戸の開放的で国

際性に富む固有の文化の下、「真摯・自由・協同」

の理念を掲げ、これまで人類が積み重ねてきた多

様な学問分野における知的資産を継承するととも

に、普遍的価値を持つ知の発見と創造に務め、さら

には、教育を通じてそれらを次世代へ伝達していく

ことを使命として発展してまいりました。  

これらの使命を果たしていくため、国立大学の法人化以降「神戸大学ビジョン2015」を策定し、

“Toward Global Excellence in Research and Education”、つまり、世界でもトップクラスの教育研究機

関となること、卓越した社会貢献・大学運営を実現することを目指して、これを具体化するための各種

施策を全学を挙げて取り組んでおります。  

また、本学は創立以来、本年で110周年を迎えます。この記念すべき年を契機として、特に本学の

国際性を活かした取り組みとして、平成22年に設置したベルギーのブリュッセルオフィスを中心にEU

の高等教育機関と連携した新しい教育システムを構築してまいります。 

この「FINANCIAL REPORT 2012」は、平成23年度決算を踏まえ、本学の状況を主に財

務面を通してご理解いただきますことを目的として作成しました。 

国立大学法人を取り巻く環境は年々厳しさを増しておりますが、挑戦を続ける神戸大学に対し、引

き続き温かいご支援、ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。  
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このたび神戸大学は、平成23年度決算を無事終

え、文部科学大臣の承認を得ました。 

本学では、「神戸大学ビジョン2015」を策定し、第

2期中期目標期間の前半を「グローバル・エクセレ

ンスの実現に挑戦する時代」（チャレンジ・フェーズ

2010～2012）と位置づけており、本年度はその最

終段階となりますので、世界トップクラスの教育研

究機関となるべく、今まで実施してきた取組をさら

に推進することとしております。 

そのためには、取り組みに連動した戦略的、効率

的な予算編成・執行体制の構築が必要です。 

 具体的には、中期全体を見通し、「神戸大学ビ

ジョン2015」の重点施策を推し進める「第2期中期

計画重点事業」、「ビジョン推進経費」、教育研究基盤

の充実再生を図る「設備更新費」等への予算措置など、

行動計画達成のための予算編成を行うとともに、予算の

合理的な執行の観点から基盤的経費の繰越制度の導

入などを実施してまいりました。 

一方、国立大学法人をめぐる経営環境は以前にも増して厳しくなってきておりますが、本学

では引き続き、附属病院収入などの自己収入の確保や競争的資金などの外部資金の獲得

を積極的に行うとともに、コスト削減に向けてのプロジェクトを強力に推進するなど、日々財務

内容の改善に向けての取組を実施しております。 

今回お届けします「FINANCIAL REPORT 2012」は、このように神戸大学がこれまで取り

組んできました活動を財務的な面からお伝えするものです。 

作成にあたっては、本学財務部の若手職員を中心とし、見易い紙面づくりに努力いたしま

した。   

本学を支えていただいております皆様に、私どものこれまでの取り組みをご理解いただくと

ともに、今後とも引き続き益々のご支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。  

神戸大学理事（財務担当） 

   竹 園 充 夫  
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  神戸大学の紹介 

神戸大学には、11学部14研究科の他に、附置研究所や附属病院、附属学校園、

24年度より新しく設置された社会科学系教育研究府など下記のような組織がありま

す。 

■組織図 
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神戸大学は、開放的で国際性に富む固有の文化の下、構成員一人ひとりが「真摯・自由・協同」の精神を共有し

つつ、更なる飛躍に向けて、２０１５年までに「グローバル・エクセレンス」の実現を目指します。 

卓越した社会貢献を 

世界的に卓越した研究成果の普及、多様なフィー

ルドで活躍する指導的人材の育成、高度先進医

療の推進を通じて、世界と地域から高い評価を得

る貢献をします。 

卓越した大学経営を 

ビジョンの達成を通じて、構成員一人ひとりが自

己実現を確信するとともに、ステークホルダーから

の期待に応える大学経営をします。 

世界トップクラスの研究機関に 

既存の学術領域、その連携・融合が生み出す新

たな学術領域における本学のコア研究により、世

界的に卓越した成果を恒常的に創出し、世界トッ

プクラスの評価を得る研究機関になります。 

世界トップクラスの教育機関に 

本学の教育憲章に則り、卓越した独自の教育プロ

グラムを通じて、高い見識とグローバルな視野を

有する人間性豊かな指導的人材を育成し、世界

トップクラスの評価を得る教育機関になります。 

六甲台キャンパス 

 ●人文学研究科・文学部   

 ●国際文化学研究科・国際文化学部 

 ●人間発達環境学研究科・発達科学部   

 ●法学研究科・法学部      ●経済学研究科・経済学部 

 ●経営学研究科・経営学部    ●理学研究科・理学部 

 ●工学研究科・工学部      ●システム情報学研究科 

 ●農学研究科・農学部      ●国際協力研究科 

 

楠キャンパス 

 ●医学研究科・医学部（医学科） ●附属病院 

 

名谷キャンパス 

 ●保健学研究科・医学部(保健学科) 

 

深江キャンパス 

 ●海事科学研究科・海事科学部  

■神戸大学ビジョン2015 “Toward Global Excellence in Research and Education” 

■各学部・研究科等の所在地 
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■神戸大学創立110周年 

 国立大学法人神戸大学は平成24年5月15日、創立110周年を迎えました。記念式典を神戸・ポートアイランドのホテルで催し、各

界の来賓、全国の大学関係者、本学の卒業生や名誉教授ら、約600人が集い、創立110周年を祝いました。 

 神戸大学の起点は、官立神戸高等商業学校が設置された1902 (明治35) 年です。戦後の1949 (昭和24) 年に新制国立大学とし

て神戸大学が誕生。現在では11学部、14大学院研究科、1研究環、1研究所、1教育研究府、及び各種センター等を擁する全国有

数の総合大学に発展しています。 

□記念式典 

  平成２３事業年度以降のトピックス 

■震災復興支援・災害科学研究推進室の設置 

東日本大震災後、神戸大学は被災大学としての経験を生かし、神戸大学としての提言を取りまとめ、それを基に公開シンポジウ

ムを開催し、東北大学を始めとする東北地方の復興支援活動に取り組んできました。 

これらの活動が契機となり、神戸大学と東北大学は、平成23年10月23日に仙台市内で災害科学分野における包括協定調印式

を行いました。 

この協定の締結により、両大学が連携して、災害科学分野における学術研究、人材養成及び社会貢献を推進し、東日本大震災

の被災地域の再生や、人類に共通する災害復興への貢献に取り組んでいきたいと考えています。 

さらに本学では、平成24年１月に「震災復興支援・災害科学研究推進室」を設置して、震災復興支援活動や災害科学研究を行う

グループへの支援やシンポジウムの開催などの活動を開始しました。 

今後も、神戸大学と東北大学との包括協定の趣旨に基づき、東北地方の大学、関係自治体の参加・協力を得て、震災を経験し

た本学がこれまで取り組んできた震災復興支援活動を教訓に、被災地が今現在必要としているものを探りながら、長期的かつ継

続的な支援活動に取り組んでまいります。 

▲平成23年10月23日の調印式 

（左から井上東北大学総長、福田神戸大学長） 

▲平成24年3月11日開催、東北大学主催「災害科学の国際

研究協力共同宣言フォーラム」に参加（中列左から3番目

が武田理事・副学長） 
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■ポートアイランド地区における中核的研究拠点を目指す統合研究拠点の設置 

 人類社会の抱える問題解決に向け、分野横断的研究や新領域の研究を推進するために、神戸大学の総合力を結集した8

つのフラッグシッププロジェクト（平成24年7月現在は兵庫県との共同プロジェクトも含め10プロジェクト）を立ち上げ、神戸ポート

アイランドの「スーパーコンピュータ“京”」の隣接地にプロジェクトが入居する5階建て施設を平成23年4月に開設し、平成23年6

月29日に記念式典を開催しました。 

 式典には、学内外から約140名が出席し、神戸大学によるポートアイランド地区諸機関との連携、国際的な研究拠点の形成

に大きな期待が寄せられました。 

□一般公開見学会 

 統合研究拠点では、平成23年11月5日に神戸市医療産業

都市一般公開の一環として見学会を実施しました。 

 当日は、雨天にも関わらず参加機関全体で約6,000名の

市民が参加しました。統合研究拠点は、コンベンションホー

ルの建設のため、1階部分の3次元可視化システム (π-

CAVE) に限定した見学会を実施し、スーパーコンピュータ

によるシミュレーション結果を立体的な画像で処理した「地

球内部の構造」や「惑星探査機のイオンエンジン粒子」「地

震波の伝播」等を公開しました。 

□設置記念式典 

統合研究拠点に隣接して約350人を収容できるコンベン

ションホールが平成24年3月末に完成、平成24年5月15日

に完成披露見学会を開催し、同窓生や名誉教授、学内関

係者ら、約400名が訪れました。 

見学では、コンベンションホール内に設置された大型ス

クリーンを使い、薄井洋基拠点長による統合研究拠点の

設置理念や施設紹介、スーパーコンピュータによるシミュ

レーション結果「衛星搭載イオンエンジンのプラズマ粒子」

「シリコンナノワイヤー」「心臓内部の血流」「多剤耐性菌の

薬剤排出メカニズム」を3D立体映像で披露しました。 

 最先端のシミュレーション研究やコンベンションホール設

備が見学者の大きな関心を集めました。 

□コンベンションホール完成披露見学会 
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■理化学研究所計算科学研究機構と計算科学・計算機科学分野における連携協定の締結 

■社会科学系教育研究府の設置 

神戸大学と理化学研究所計算科学研究機構は、平成

24年5月15日に神戸市内で計算科学・計算機科学分野

における連携協定調印式を行いました。 

この協定の締結により、両機関の連携が一層強化さ

れ、計算科学・計算機科学分野における共同研究、人材

育成を通じたわが国の科学技術・学術の進展及び地域

の振興への貢献が期待できます。 

平成24年度からは新たに神戸大学と理化学研究所計

算科学研究機構との間で「3次元可視化装置を活用した

共同研究」及び「超並列固有値ライブラリ共同研究」を開

始し、共同研究室を神戸大学統合研究拠点内に設置し

ました。一方、人材育成に関しては、神戸大学と理化学

研究所計算科学研究機構が協力して、大学・研究機関

及び企業で最先端シミュレーション技術の導入・利活用

を牽引するリーダーの養成を目指して、一つの大学では

成し得ない教育、分野横断的教育のためのシミュレー

ションスクール等の実施を開始しています。 

これらの連携・協力活動により、スーパーコンピュータ

「京」を中核とした研究拠点の形成、計算科学・計算機科

学分野の人材の輩出等に貢献できるものとして期待され

ます。 

▲平成24年5月15日の調印式 

  （左から武田神戸大学理事・副学長、福田神戸大学長、

平尾理化学研究所計算科学研究機構長、米澤副機構長) 

法学研究科、経済学研究科、経営学研究科、国際協

力研究科、および経済経営研究所から構成される社会

科学系5部局の総合性を発揮し、新たな課題に対処する

ため、平成24年4月に「社会科学系教育研究府」という組

織を設置しました。 

社会科学系教育研究府は、①社会科学先端リサーチ

ユニット：社会科学分野における基礎的研究、政策研究

（公共政策、経済政策、地域・交通政策など）、生産・開

発、人材養成、マーケティング、ファイナンス、環境会計、

SCM、交渉、交通、公益事業等の革新的なプロセスを産

学連携で共同研究する組織、②高等アクションリサーチ

ユニット：上記の提携企業や修了生に限らず、企業、政

府組織、国際機関などにおいて抱える課題の解決を図る

ための組織、③産業創生インキュベーションユニット：産

学連携でベンチャー事業を創造したり、そのベンチャー事

業における企業経営、市場開拓、技術管理等の支援を

行ったりする組織で構成されております。 

国際的な活動を先導的に果たすリーダーの養成も重

要な課題として位置づけられており、このような課題を克

服するために、社会科学系教育研究府ではグローバル

な視野を有し世界的なリーダー育成のための教育研究を

行います。 
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 日本人学生・外国人留学生・外国人研究者が日常的に交流できる宿泊施設整備を目的とし、平成22年度に策定した「学生寮

整備基本方針」に基づき、老朽化した国維寮の改修を行い、平成23年10月から入寮を再開しました。 

 改修後の国維寮は、日本人学生と外国人留学生の混住型の寮となり、平成24年8月1日現在、日本人学生30名、外国人留学

生85名が入寮しています。 

 今後、国際色豊かな交流の場として期待されます。  

■グローバルな人材育成に向けた取組 

国際文化学研究科は、ベルギーのルーヴァン・カトリック大学 

(Katholieke Universiteit Leuven、以下KU Leuven) 人文学研究

科とダブルディグリー・プログラムの協定を締結しました。 

ダブルディグリー・プログラムは、本研究科に在学中の大学

院生がKU Leuven人文学研究科に最低1年間留学し、所定の単

位を修得して修士論文を提出することによって、最短2年間で修

士 (学術) の学位を、またKU Leuven人文学研究科からは人文

学修士 (Master of Arts) の学位を取得できるプログラムです。 

それぞれの研究科で取得した単位の一部は互換され、カリ

キュラムも連携しています。さらに授業料等についても、本研究

科の学生は神戸大学に支払うだけで、KU Leuvenでは免除され

ます。 

文学部・人文学研究科は、平成23年11月2日オックスフォード

大学ハートフォードカレッジとの学生交流実施細則を締結しまし

た。 

これによって平成24年から毎年それぞれ1名ずつ交換留学生

として互いのキャンパスに学生を派遣することができるようにな

ります。神戸大学文学部がオックスフォード大学東洋学部日本

学専攻の2年次生（平成24年度は12名）を1年間受け入れる神

戸・オックスフォード日本学プログラムと相俟って、両大学間の

教育研究の協力態勢をさらに前進させるものと期待されます。 

□オックスフォード大学ハートフォードカレッジと学生交流に関する覚書を締結 

□ベルギーのルーヴァン・カトリック大学とダブルディグリー・プログラムの協定を締結 

■国維寮の改修 
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  神戸大学のバランスシート 

1)神戸大学の総資産は、1,948億円です。 

2)借入金債務残高は、着実な返済により法人化以降7期連続で減少し、140億円

となりました。 

■貸借対照表 ◆貸借対照表について、22、23ページにも詳細を記載しています。 

（前年度比 17億円減） 
■資産 

 神戸市を中心とした各地区に

のべ100万㎡以上の土地を保有

しています。 

□土地 ■主な地区の土地・建物の状況（平成24年5月1日現在） 

（億円） （億円） 
負債・純資産 資産 

土地 

建物 

図書 

その他 

固定資産 

流動資産 

資産見返負債 

債務負担金 

 ・長期借入金 

寄附金債務 

その他負債 

純資産 

1,948億円 1,965億円 総資産 
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 法人化以前の財政融資資金の借入債務（債

務負担金）があり、また法人化後も国立大学

財務・経営センターから借入れ（長期借入

金）を行っています。 

 これらの借入れは、附属病院の先進医療を

行うために必要な機器等の整備に必要なもの

ですが、その債務残高は毎年減少し、平成23

年度の債務残高は、平成16年度と比べると、

約40％に減少しています。 

 六甲台地区にある本館、社会科学系図書

館、講堂、兼松記念館は、昭和初期学校建築

の好例であり、「造形の規範となっているも

の」として、国の登録有形文化財に登録され

ています。 

□船舶等 

 海事科学部・海事科学研究科では、附属練

習船深江丸（全長49.95m、総トン数449ト

ン）の他、実習船や大型ヨットなど複数の船

舶を保有しています。 

 また、併設する海事博物館には、和船等の

模型や、航海や航路に関する指針が記された

「航海金針」など、多数の資料が所蔵されて

います。 

■負債 

■借入金債務残高 
（億円） 

▲附属練習船深江丸 ▲「航海金針」 

□施設整備・設備投資 

 平成23年度は、統合研究拠点コンベンショ

ンホールや楠地区（附属病院地区）の保育所

の整備、がん発見のためのPET-CT診断システ

ムの購入など、様々な方面の資産の充実に努

めました。 

 また、国から交付される設備整備費補助金

や、国立大学財務・経営センターから交付さ

れる施設費交付金により、附属中等教育学校

校舎の改修や附属病院における低侵襲総合診

療棟の整備なども行っています。 

▲神戸大学はとぽっぽ保育所（１、２階）とシスメックスホール（３階） 

▲六甲台本館 ▲社会科学系図書館 

□建物 

□借入金債務 
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  神戸大学の損益活動報告 

1)23年度の当期総利益は、前期より12.8億円少ない11億円となりました。 

2)当期総利益のうち、5.1億円は計画的な積立てを申請し、来期以降の事業経 

費として使用する予定です。  

■損益計算書 ◆損益計算書について、24、25ページにも詳細を記載しています。 

（億円） （億円） 

費用 収益 

教育研究経費 

診療経費 

受託研究費等 

人件費 

一般管理費 

その他 

運営費交付金収益 

学生納付金収益 

附属病院収益 

外部資金収益 

資産見返負債戻入 

その他 

当期総利益 11.0億円 
（前年度比 12.8億円減） 

 平成23年度の当期総利益は、平成22年度の23.8億円に比べ大幅に減少しました。 

 これは、平成22年度では、平成23年度の教育・研究に係る多額の支出に備え、合理化により支出を抑制したことによる利益の増加や 

平成23年度では、附属病院における人的投資等の充実による病院利益の減少などに起因しています。 

資金の裏付けのない利益額 

（会計処理上の形式的な利益額） 

計画的な積立てを申請している 

利益額 

5.9億円 

5.1億円 

657.4億円 624.5億円 費用計 668.4億円 648.3億円 収益計 
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■ 収 益 

□運営費交付金の状況 

 大学の業務運営の基礎的財源として、国から運営費交付金が措置され

ています。現下の厳しい国の財政事情から、運営費交付金の交付額は逐

年減少しており、大学の財政も厳しい状況にあります。 

 これを補うため、外部資金の獲得により財源確保に努めています。 

運営費交付金 31億円減少 

平成16年度比 

約5,780人分の授業料収入額に相当 

□学生納付金の状況 

 平成23年度の授業料・入学料・検定料といった学生納付金の

収入額は約96億円となりました。学生納付金は減少の傾向にあ

り、平成18年度と比べると約4億円の減少となりました。 

 教育格差を縮小させるため、経済的理由から入学料又は授業料の納付が困難で、

かつ、学業優秀であると認められる学生に対して、入学料又は授業料の全額もしくは

半額を免除する制度があります。 

平成23年度の免除状況 ◇入学料・授業料の免除 （百万円） 

□自己収入増加への取組み 

 大学施設の開放による財産貸付料収益や「神戸大学ブランド」によ

る農場収益、資金運用による財務収益など、自己収入の増加への取

組みも積極的に行っています。平成23年度は、財産貸付料収益が74

百万円、農場収益が37百万円、財務収益が25百万円計上されまし

た。 

▲六甲台第２キャンパス ▲馬場横 

▲神戸大学ビーフ ▲神大のぶどう（品種名：藤稔） 
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□外部資金の状況 

 運営費交付金や学生納付金の逓減に対処するため、受託研究や共同研究、寄附金などの外部資金の獲得に努めています。 

●受託研究等 

 ・受託研究 

 国等の公的機関や民間企業・研究所等からの委託を受け

て委託者の負担する経費を使用して、大学の教員が公務と

して実施する研究で、その成果を委託者へ報告する制度 

 ・共同研究 

 大学の教員と民間等の研究者が契約に基づき、対等の立

場で共通の課題について共同して研究を行うことにより、優

れた研究成果が生まれることを促進する制度 

 ・受託事業 

 司法解剖など外部からの委託を受けて行う事業 

●寄附金 

 国立大学法人において、学術研究、教育研究の奨励等を目

的とする経費に充てるべきものとして、民間企業・諸団体・個人

等から受け入れるもの 

●科学研究費補助金等（研究者に交付） 

 多岐の分野にわたり学術研究を発展させることを目的とする

競争的資金 

●補助金等（大学に交付） 

 国等の公的機関から国立大学法人の一定の事業に対し交付 

◇神戸大学基金 
 

 平成18年12月に設置された「神戸大学基金」は多くのみなさまのご支援を賜り、平成23年度末現在、寄附金累計額は2,703百万円（10,243件）

に達し、教育研究活動の支援、学生への奨学金、国際交流の促進、東京地区におけるプレゼンス向上活動支援、施設及びキャンパスの整備

充実に役立てています。また、東日本大震災の発生に伴う支援として、ボランティア活動への資金援助も行っています。 

 「神戸大学基金」を通じ、神戸大学の発展にご協力を賜り厚く御礼を申し上げますとともに、各事業の継続・発展のためにも、引き続きお力添

え賜りますようお願い申し上げます。 

HPアドレスはhttp://www.kobe-u.ac.jp/kobekikin/index.htmです。 

▲出光佐三記念六甲台講堂     ▲神戸大学東京オフィス ▲足湯ボランティア 

 （有楽町帝国劇場ビル地下１階）   （陸前高田市の仮設住宅） 

■ 収 益 
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□人件費 ◇人件費の推移 

億円 

 国立大学法人において、人材は重要な資産で

あり、経常費用の大部分を人件費が占めていま

す。 

 平成23年度は前年度と比較して増加しています

が、これは平成22年度に実施した雇用期間の延

長(※)による退職者が前年度よりスライドしてきた

ため増加しています。 

 

 （※）大学教員を対象に定年を63歳から段階的

に65歳に延長、平成22年度で64歳に延長 

 

■ 費 用  

□コスト削減に向けた取組み 

 神戸大学ビジョン2015に掲げる「卓越した大学経営」を達成すること及び安定した大学運営に資するため、本学ではコスト削減に取り組んでい

ます。 

 財務体質の強化を目指し、企業の手法を取り入れ平成20年度にスタートした事務局コスト削減プロジェクトは、平成22年度より全学コスト削減

プロジェクトへと拡大されました。附属病院を除く全学に係る物件費65億円の3％にあたる2億円の削減を到達目標とし取り組むとともに、大学構

成員のコスト削減への「意識改革」を促進しています。 

 平成23年度においては、1億円を越えるコスト削減の実施額を検証するとともに、15百万円余りの新規削減方策の提案のとりまとめを行いまし

た。 

▲コスト削減プロジェクト活動報告 ： 全学に対して、活動内容の周知のため随時発行 

◇リバースオークションの導入 

 神戸大学では調達コストの削減を目的として、

平成24年3月からリバースオークション方式によ

る契約を試行しています。現在、本格導入に向

けて、色々なパターンについての試行を行って

おり、今後、更なる調達コストの削減が期待され

ます。 

 （※）リバースオークションとは、本学が指定す

る調達案件を公開して広く参加者を募り、Web上

で価格競争（競り下げ）を行う調達方式です。 
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  附属病院の活動報告 

医療体制の充実とともに設備投資を進め病院の安定的な運営を図った結果、業務

損益は11億円を達成し、昨年度に続いて10億円を超え、3期連続で黒字を達成しま

した。 

（億円） （億円） 

教育研究経費 

一般管理費 

受託研究費等 

人件費 

その他 

運営費交付金収益 

附属病院収益 

外部資金収益 

その他 

費用 収益 

■附属病院セグメント情報 

   ・入院病床数  920 床 

   ・臓器別診療科    35 診療科 

 
平成19年には、国立の大学病院で初めて独立した

専門診療科として美容外科を設置 

■附属病院の紹介 

306.0億円 288.0億円 費用計 317.0億円 301.7億円 収益計 

 業務損益 11.0億円 
（前年度比 2.7億円減） 

診療経費 
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■運営費交付金・授業料 

A 損益が均衡する場合 

■寄附金      

期間進行基準 : 時の経過に伴い業務が実施されたとみなして、交付金債務を収益化する基準（原則） 

業務達成基準 : 業務の実施に伴い交付金債務を収益化する基準 （例）プロジェクト研究等 

費用進行基準 : 費用発生額と同額の業務が実施されたとみなして交付金債務を収益化する基準 （例）退職給付金等 

◆運営費交付金債務の収益化基準 

① 運営費交付金や授業料を受け入れた場合、負債に計上します。（運営費交付金債務・授業料債務） 

② 100の教育業務を行った場合、費用は教育経費100を計上し、収益は費用の額に関わらず、全額運営費交付金収

益（授業料収益）100を計上します（※）。 

① 運営費交付金や授業料を受け入れた場合、負債に計上します。（運営費交付金債務・授業料債務） 

② 教育業務を完了したが、費用が80だった場合、費用は教育経費80を計上し、収益は費用の額に関わらず、全額運

営費交付金収益（授業料収益）100を計上します。 

③ 現金が20残ります。利益が20発生し、当期未処分利益となります。 

① 寄附金を受け入れた場合、負債に計上します。（寄附金債務） 

② 80の研究業務を行った場合、費用は研究経費80を計上し、収益は（※）費用相当額の寄附金収益80を計上します。 

③ 現金が20残り、寄附金債務も20残ります。費用化されずに残った部分は寄附金債務のまま留保されます。 

※運営費交付金債務や授業料債務は、原則として業務の進行が期間の進行に対応するものとみなして収益計上を行
います（「期間進行基準」）。他に「業務達成基準」と「費用進行基準」があります【下記参照】 

※寄附金は、費用と同額の寄附金債務を収益へ振り替え、損益が均衡します。 

  国立大学法人の会計制度 

 国立大学法人の会計制度は、企業会計原則に準拠しつつ、公共性、非独立採算性を前提に、国立大学法人が中期計

画に基づき通常の運営を行った場合は、「損益均衡」となるような損益計算の仕組みを基本に構成されています。 

B 利益が生じる場合 

ここから こ

ここまで こ

貸 借 対 照 表 （ B/S ） 損 益 計 算 書 （ P/L ）

運営費交付金収益

（授業料収益）

100

教育経費

100
②

運営費交付金債務

（授業料債務）

100 100
①

現　　金  100の教育業務を

 　　　100の費用で行った

ここから こ

ここまで こ

現　　金
①

100 100

20

貸 借 対 照 表 （ B/S ） 損 益 計 算 書 （ P/L ）

②
運営費交付金収益

教育経費

現　　金

80

20

運営費交付金債務

100

未処分利益

（授業料債務） （授業料収益）

20 ③

 100の教育業務を

　　　 080の費用で行った
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  患者数は前年度と比較して入院で0.8％、外来で3.9%増加したほか、手術室における手術件数も2.8%増加したこと等に伴い、附属病院収益

も4％増となりました。 

  一方で、医療従事者の確保や勤務環境の改善のため、看護師夜間看護手当等の増額や医師・看護師・技師を増員したこと、また、医療従

事者の負担軽減のため医師事務作業補助者等を増員したことにより人件費が増加、また、抗がん剤等高額医薬品の使用量増加に伴い診

療経費が増加する傾向にあります。 

 看護師の確保・定着及び職務環境の改善のため夜間看護手

当等を増額し、看護師の離職率の改善を図りました。 

・夜間看護等手当の増額  

 入院日数や医薬品・医療材料の使用量、検査内容などの適

正化を図るため開始した、他大学と本院との診療内容のベンチ

マークについて、参加大学を本学も含めて10大学に拡大して事

業を進めています。 

・他大学とのベンチマーク事業 

■附属病院の運営状況について 

 低侵襲医療に係る診療研究体制を強化するための低侵襲総

合診療棟整備に向け、光学医療診療部、外来化学療法室、腫

瘍センター等の低侵襲総合診療棟への移転及び拡張整備に

向けた課題解決のためのヒアリングの実施や、診療スペース、

患者動線、高度空調、遮光及び遮音等の施設設計要素の決

定を行うとともに、病院経営改善の観点からも診療施設に必要

な医療設備についての精査を行いました。 

・低侵襲総合診療棟整備に向けた取り組み   

 ４ヶ月ごとに各診療科に増減床希望のアンケートを実施し、必要

な病床数を弾力的に運用することで平成２１年度以降病床稼働率

９０％超を達成しています。 

・病床の効率的運用  

 従来に比べて検査時間の短縮

や検査画像の精度を向上させるこ

とができる本装置の導入により、

検査精度の向上、患者の待ち時

間の短縮及び病院収益増収を図

りました。 

・PET/CT診断装置の導入   

■附属病院におけるさまざまな取り組みについて 

 よりよい療養環境を求める患者

ニーズに対し、病室選択肢を広

げ、患者サービスの向上と病院収

益増収を図るための準個室を20床

に増床しました。 

・準個室の設置  

 平成２２年度より「腹腔鏡補助下

膵体尾部切除又は核出術」や「内

視鏡的大腸粘膜下層剥離術」など

先進医療を提供しています。また、

低侵襲な単孔式手術を実施する

ため「ロボット支援手術」を導入し

ています。 

・先進医療等の提供  
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国と同様の会計基準による決算を行った場合の概略について情報提供するもので

す。現金主義を基礎としつつ出納整理期の考え方を踏まえ、一部発生主義を取り

入れたもので、収入・支出及び各予算の区分で表示しています。 

（百万円） 

  決算報告書 

区分 予　算　額 決　算　額 差　　　額

 収 入 　 　 　

運営費交付金 21,611 22,096 485

施設整備費補助金 1,047 1,069 22

補助金等収入 2,499 1,398 △ 1,101

国立大学財務・経営センター施設費交付金 78 78 0

自己収入 35,978 37,511 1,533

授業料、入学料及び検定料収入 9,674 9,601 △ 73

附属病院収入 25,923 27,460 1,537

雑収入 381 450 69

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 6,948 6,514 △ 435

引当金取崩 210 237 27

長期借入金 665 444 △ 221

貸付回収金 24 7 △ 16

目的積立金取崩 897 912 15

計 69,958 70,266 308

 支 出

業務費 56,284 56,737 452

教育研究経費 30,540 28,970 △ 1,570

診療経費 25,744 27,767 2,023

施設整備費 1,790 1,591 △ 199

補助金等 2,499 1,398 △ 1,101

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 6,949 6,056 △ 893

貸付金 23 5 △ 18

長期借入金償還金 2,413 2,412 0

計 69,958 68,198 △ 1,760

収入－支出 0 2,068 2,068

区分 予　算　額 決　算　額 差　　　額

 収 入 　 　 　

運営費交付金 21,611 22,096 485

施設整備費補助金 1,047 1,069 22

補助金等収入 2,499 1,398 △ 1,101

国立大学財務・経営センター施設費交付金 78 78 0

自己収入 35,978 37,511 1,533

授業料、入学料及び検定料収入 9,674 9,601 △ 73

附属病院収入 25,923 27,460 1,537

雑収入 381 450 69

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 6,948 6,514 △ 435

引当金取崩 210 237 27

長期借入金 665 444 △ 221

貸付回収金 24 7 △ 16

目的積立金取崩 897 912 15

計 69,958 70,266 308

 支 出

業務費 56,284 56,737 452

教育研究経費 30,540 28,970 △ 1,570

診療経費 25,744 27,767 2,023

施設整備費 1,790 1,591 △ 199

補助金等 2,499 1,398 △ 1,101

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 6,949 6,056 △ 893

貸付金 23 5 △ 18

長期借入金償還金 2,413 2,412 △ 0

計 69,958 68,198 △ 1,760

収入－支出 0 2,068 2,068

－19－

 

■附属学校セグメント情報 

  附属学校の活動報告 

1)神戸大学は、附属幼稚園、附属小学校、附属中等教育学校、附属特別支援

学校を設置しています。 

2)20年度より、附属学校についてもセグメント情報を開示しています。 

 ●人類社会に貢献する人間性豊かな指導的人材を育成する教育革新に挑戦する。 

 ●幼少期から大学院までの各段階において、これからの国際社会のモデルとなる初等･中等・高等教育の革新を実現する。 

   これらの目的を達成するために、附属学校再編が段階的に進行しています。 

■附属学校再編計画 

区　　分 学級数 区　　分 学級数 区　　分 学級数

附属幼稚園 5 附属幼稚園 5 【明石地区】

附属住吉小学校 21 附属住吉小学校 8 附属幼稚園 5

附属明石小学校 12 附属明石小学校 4 附属小学校 12

附属住吉中学校 12 附属小学校 8 【住吉地区】

附属明石中学校 9 附属中等教育学校 附属中等教育学校

附属特別支援学校 9 (中高一貫教育) (中高一貫教育)

附属特別支援学校 9 【大久保地区】

附属特別支援学校 9

1820

発達科学部附属学校園
（再編前）

神戸大学附属学校園
（平成24年5月1日現在）

神戸大学附属学校園
（平成32年度再編完了）

費用 収益 （百万円） （百万円） 

教育研究経費 

一般管理費 

受託研究費等 

人件費 

その他 

運営費交付金収益 

学生納付金収益 

外部資金収益 

その他 

  4百万円 
（前年度比 16百万円減） 

業務損益 

1,688百万円 1,420百万円 費用計 1,692百万円 1,440百万円 収益計 

－18－



 

国と同様の会計基準による決算を行った場合の概略について情報提供するもので

す。現金主義を基礎としつつ出納整理期の考え方を踏まえ、一部発生主義を取り

入れたもので、収入・支出及び各予算の区分で表示しています。 

（百万円） 

  決算報告書 

区分 予　算　額 決　算　額 差　　　額

 収 入 　 　 　

運営費交付金 21,611 22,096 485

施設整備費補助金 1,047 1,069 22

補助金等収入 2,499 1,398 △ 1,101

国立大学財務・経営センター施設費交付金 78 78 0

自己収入 35,978 37,511 1,533

授業料、入学料及び検定料収入 9,674 9,601 △ 73

附属病院収入 25,923 27,460 1,537

雑収入 381 450 69

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 6,948 6,514 △ 435

引当金取崩 210 237 27

長期借入金 665 444 △ 221

貸付回収金 24 7 △ 16

目的積立金取崩 897 912 15

計 69,958 70,266 308

 支 出

業務費 56,284 56,737 452

教育研究経費 30,540 28,970 △ 1,570

診療経費 25,744 27,767 2,023

施設整備費 1,790 1,591 △ 199

補助金等 2,499 1,398 △ 1,101

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 6,949 6,056 △ 893

貸付金 23 5 △ 18

長期借入金償還金 2,413 2,412 0

計 69,958 68,198 △ 1,760

収入－支出 0 2,068 2,068

区分 予　算　額 決　算　額 差　　　額

 収 入 　 　 　

運営費交付金 21,611 22,096 485

施設整備費補助金 1,047 1,069 22

補助金等収入 2,499 1,398 △ 1,101

国立大学財務・経営センター施設費交付金 78 78 0

自己収入 35,978 37,511 1,533

授業料、入学料及び検定料収入 9,674 9,601 △ 73

附属病院収入 25,923 27,460 1,537

雑収入 381 450 69

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 6,948 6,514 △ 435

引当金取崩 210 237 27

長期借入金 665 444 △ 221

貸付回収金 24 7 △ 16

目的積立金取崩 897 912 15

計 69,958 70,266 308

 支 出

業務費 56,284 56,737 452

教育研究経費 30,540 28,970 △ 1,570

診療経費 25,744 27,767 2,023

施設整備費 1,790 1,591 △ 199

補助金等 2,499 1,398 △ 1,101

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 6,949 6,056 △ 893

貸付金 23 5 △ 18

長期借入金償還金 2,413 2,412 △ 0

計 69,958 68,198 △ 1,760

収入－支出 0 2,068 2,068
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■附属学校セグメント情報 

  附属学校の活動報告 

1)神戸大学は、附属幼稚園、附属小学校、附属中等教育学校、附属特別支援

学校を設置しています。 

2)20年度より、附属学校についてもセグメント情報を開示しています。 

 ●人類社会に貢献する人間性豊かな指導的人材を育成する教育革新に挑戦する。 

 ●幼少期から大学院までの各段階において、これからの国際社会のモデルとなる初等･中等・高等教育の革新を実現する。 

   これらの目的を達成するために、附属学校再編が段階的に進行しています。 

■附属学校再編計画 

区　　分 学級数 区　　分 学級数 区　　分 学級数

附属幼稚園 5 附属幼稚園 5 【明石地区】

附属住吉小学校 21 附属住吉小学校 8 附属幼稚園 5

附属明石小学校 12 附属明石小学校 4 附属小学校 12

附属住吉中学校 12 附属小学校 8 【住吉地区】

附属明石中学校 9 附属中等教育学校 附属中等教育学校

附属特別支援学校 9 (中高一貫教育) (中高一貫教育)

附属特別支援学校 9 【大久保地区】

附属特別支援学校 9

1820

発達科学部附属学校園
（再編前）

神戸大学附属学校園
（平成24年5月1日現在）

神戸大学附属学校園
（平成32年度再編完了）

費用 収益 （百万円） （百万円） 

教育研究経費 

一般管理費 

受託研究費等 

人件費 

その他 

運営費交付金収益 

学生納付金収益 

外部資金収益 

その他 

  4百万円 
（前年度比 16百万円減） 

業務損益 

1,688百万円 1,420百万円 費用計 1,692百万円 1,440百万円 収益計 

－18－



 

■運営費交付金・授業料 

A 損益が均衡する場合 

■寄附金      

期間進行基準 : 時の経過に伴い業務が実施されたとみなして、交付金債務を収益化する基準（原則） 

業務達成基準 : 業務の実施に伴い交付金債務を収益化する基準 （例）プロジェクト研究等 

費用進行基準 : 費用発生額と同額の業務が実施されたとみなして交付金債務を収益化する基準 （例）退職給付金等 

◆運営費交付金債務の収益化基準 

① 運営費交付金や授業料を受け入れた場合、負債に計上します。（運営費交付金債務・授業料債務） 

② 100の教育業務を行った場合、費用は教育経費100を計上し、収益は費用の額に関わらず、全額運営費交付金収

益（授業料収益）100を計上します（※）。 

① 運営費交付金や授業料を受け入れた場合、負債に計上します。（運営費交付金債務・授業料債務） 

② 教育業務を完了したが、費用が80だった場合、費用は教育経費80を計上し、収益は費用の額に関わらず、全額運

営費交付金収益（授業料収益）100を計上します。 

③ 現金が20残ります。利益が20発生し、当期未処分利益となります。 

① 寄附金を受け入れた場合、負債に計上します。（寄附金債務） 

② 80の研究業務を行った場合、費用は研究経費80を計上し、収益は（※）費用相当額の寄附金収益80を計上します。 

③ 現金が20残り、寄附金債務も20残ります。費用化されずに残った部分は寄附金債務のまま留保されます。 

※運営費交付金債務や授業料債務は、原則として業務の進行が期間の進行に対応するものとみなして収益計上を行
います（「期間進行基準」）。他に「業務達成基準」と「費用進行基準」があります【下記参照】 

※寄附金は、費用と同額の寄附金債務を収益へ振り替え、損益が均衡します。 

  国立大学法人の会計制度 

 国立大学法人の会計制度は、企業会計原則に準拠しつつ、公共性、非独立採算性を前提に、国立大学法人が中期計

画に基づき通常の運営を行った場合は、「損益均衡」となるような損益計算の仕組みを基本に構成されています。 

B 利益が生じる場合 

ここから こ

ここまで こ

貸 借 対 照 表 （ B/S ） 損 益 計 算 書 （ P/L ）

運営費交付金収益

（授業料収益）

100

教育経費

100
②

運営費交付金債務

（授業料債務）

100 100
①

現　　金  100の教育業務を

 　　　100の費用で行った

ここから こ

ここまで こ

現　　金
①

100 100

20

貸 借 対 照 表 （ B/S ） 損 益 計 算 書 （ P/L ）

②
運営費交付金収益

教育経費

現　　金

80

20

運営費交付金債務

100

未処分利益

（授業料債務） （授業料収益）

20 ③

 100の教育業務を

　　　 080の費用で行った
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  患者数は前年度と比較して入院で0.8％、外来で3.9%増加したほか、手術室における手術件数も2.8%増加したこと等に伴い、附属病院収益

も4％増となりました。 

  一方で、医療従事者の確保や勤務環境の改善のため、看護師夜間看護手当等の増額や医師・看護師・技師を増員したこと、また、医療従

事者の負担軽減のため医師事務作業補助者等を増員したことにより人件費が増加、また、抗がん剤等高額医薬品の使用量増加に伴い診

療経費が増加する傾向にあります。 

 看護師の確保・定着及び職務環境の改善のため夜間看護手

当等を増額し、看護師の離職率の改善を図りました。 

・夜間看護等手当の増額  

 入院日数や医薬品・医療材料の使用量、検査内容などの適

正化を図るため開始した、他大学と本院との診療内容のベンチ

マークについて、参加大学を本学も含めて10大学に拡大して事

業を進めています。 

・他大学とのベンチマーク事業 

■附属病院の運営状況について 

 低侵襲医療に係る診療研究体制を強化するための低侵襲総

合診療棟整備に向け、光学医療診療部、外来化学療法室、腫

瘍センター等の低侵襲総合診療棟への移転及び拡張整備に

向けた課題解決のためのヒアリングの実施や、診療スペース、

患者動線、高度空調、遮光及び遮音等の施設設計要素の決

定を行うとともに、病院経営改善の観点からも診療施設に必要

な医療設備についての精査を行いました。 

・低侵襲総合診療棟整備に向けた取り組み   

 ４ヶ月ごとに各診療科に増減床希望のアンケートを実施し、必要

な病床数を弾力的に運用することで平成２１年度以降病床稼働率

９０％超を達成しています。 

・病床の効率的運用  

 従来に比べて検査時間の短縮

や検査画像の精度を向上させるこ

とができる本装置の導入により、

検査精度の向上、患者の待ち時

間の短縮及び病院収益増収を図

りました。 

・PET/CT診断装置の導入   

■附属病院におけるさまざまな取り組みについて 

 よりよい療養環境を求める患者

ニーズに対し、病室選択肢を広

げ、患者サービスの向上と病院収

益増収を図るための準個室を20床

に増床しました。 

・準個室の設置  

 平成２２年度より「腹腔鏡補助下

膵体尾部切除又は核出術」や「内

視鏡的大腸粘膜下層剥離術」など

先進医療を提供しています。また、

低侵襲な単孔式手術を実施する

ため「ロボット支援手術」を導入し

ています。 

・先進医療等の提供  
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■減価償却処理の特色 

■利益処分 

 損益計算において生じた利益は、前年度から繰り越した損失があれば、それを補てんし、その後に残額があれば未処分利益

として利益処分を行います。 

□積立金 

 当期総利益のうち、文部科学大臣の経営努力認定を受けたものについては、目的積立金として中期計画で定められた使

途の範囲内において、自由に使用することができます。 

□目的積立金 

 国立大学法人会計の中には、資金の裏付けのない会計処理上の形式的な利益が発生するものがあります。例えば、自己

収入により資産を取得した場合の、資産の取得額と減価償却費との差額から生じた利益などがこれにあたります。 

ここから こ

目的積立金

教育・研究の質の向上

組織運営改善

積立金

次年度以降の損失補てん

ここまで こ

資金の裏づけのない利益

未
処
分
利
益

経営努力で発生した利益

（資金の裏づけのある利益）

文部科学大臣による認定

■図書 

 通常の償却資産は、取得価額50万円以上のものが資産計上の対象ですが、教育研究のために使用する図書は、金額の

如何に関わらず資産計上します。使用中は減価償却処理を行わず、除却時に全額を費用処理する取り扱いです。 

 国立大学法人が保有する資産の減価償却は、当該資産の更新投資資金をどのように捻出するかによって、次の３つに分け

られます。 
ここまで

（１年目）

（２年目以降）

・資産の減価償却処理は、損益上の費用として認識します。
・減価償却費に対応する収益を期間ごとに計上しないため、資金の裏付けのない帳簿上の利益や損失
　が発生します。

・資産取得時に資産見返負債勘定を計上 ・資産の減価償却処理は、費用として計上しますが、同額の収益（資産見返負債戻入）を計上し、損益の均
・衡を図ります。

・資産の減価償却処理は、損益上の費用として認識しません。
ここまで ここまで

20

固定資産

80

20

100 100

減価償却費
20

80 80

100

固定資産

80

資産見返負債

80

資産見返負債戻入

固定資産が20ずつ減少するとともに、毎年当期
未処分利益が△20発生

損　　失

100 100

損益に影響を与えることなく、固定資産及び
資本剰余金を減額固定資産 資本剰余金

減価償却処理（20）

貸 借 対 照 表 （ B/S ）

固定資産

80

当期未処分利益

80

区分 資産取得時

収　　益
減価償却処理（20）

①更新投資資金が、国
立大学法人が自ら獲得
した自己収入による場合

固定資産

損 益 計 算 書 （ P/L ）

収　　益

減価償却費
20

利　　益

③更新投資資金が、更
新が必要な際に、出資
者である国からの措置
による場合

資本剰余金

減価償却費
20

減価償却処理（20）②更新投資資金が、運
営費交付金や授業料、
寄附金等の財源による
場合

資産見返負債

100 100

固定資産
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（単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

負債の部

Ⅰ　固定負債 47,403,973 47,880,712 46,356,349 45,004,625 44,282,134 42,874,974

資産見返負債 24,221,535 24,894,154 26,200,453 27,859,879 28,538,242 29,286,817

資産見返運営費交付金等 2,585,098 2,982,908 3,662,293 4,345,592 5,287,081 5,960,939

資産見返施設費                       -                       -                6,870 6,623 6,376 6,128

資産見返補助金等 83,503 170,296 309,007 1,133,495 1,243,885 1,290,211

資産見返寄附金 1,845,221 2,311,986 2,759,338 2,887,070 2,854,154 2,898,273

資産見返物品受贈額 19,696,364 19,306,059 18,937,914 18,794,415 18,742,160 18,651,541

建設仮勘定見返運営費交付金等                       -            107,436 2,279 505,313 309,696 272,042

建設仮勘定見返施設費                       -                       -            500,145 165,606 70,298 145,940

建設仮勘定見返寄附金                       -                       -                3,570                       -                       -              35,565

その他の資産見返負債 11,348 15,469 19,039 21,767 24,593 26,177

長期寄附金債務 9,834 8,484 8,388 7,884 5,208 4,440

国立大学財務・経営センター債務負担金 21,593,466 19,031,072 16,735,222 14,627,176 12,658,257 11,060,953

長期借入金 901,076 1,129,114 1,003,722 878,330 867,756 1,146,434

退職給付引当金 57,585 63,778 102,268 125,323 170,197 214,896

資産除却債務              80,047              81,775

長期未払金 620,477 2,754,110 2,306,295 1,506,032 1,962,428 1,079,659

Ⅱ　流動負債 18,923,140 23,282,172 20,368,033 20,137,069 18,697,366 19,234,114

運営費交付金債務 2,270,314 2,316,199 1,598,986                       -          1,126,659          1,338,941

預り施設費              13,860 0                       -                       -                       -                       -

預り補助金等 1,215 10,288 25,474 41,690 8,540 15,277

寄附金債務 4,085,139 4,660,924 5,400,306 5,364,220 5,651,099 5,809,656

承継剰余金債務 47,721 0                       -                       -                       -                       -

前受受託研究費等 213,981 309,720 506,535 587,893 669,360 1,142,881

前受受託事業費等 8,679 8,601 30,195 38,373 109,302 86,954

前受金 2,049 1,990 7,128 6,032 5,918 80,210

預り科学研究費補助金等 262,273 236,447 210,159 250,134 275,346 267,032

預り金 205,384 308,177 324,528 338,458 363,456 449,254

        一年以内返済予定国立大学財務・経営センター

        債務負担金
2,737,059 2,562,394 2,295,850 2,108,046 1,968,920 1,597,303

一年以内返済予定長期借入金 125,404 125,392 125,392 125,392 125,392 165,120

未払金 8,299,702 11,948,604 8,735,182 10,458,826 7,567,443 7,385,683

未払費用 526,456 609,663 654,689 619,080 612,768 597,732

未払消費税等 16,346 12,361 49,140 7,993                       -              53,416

賞与引当金 107,277 171,412 207,204 190,933 213,163 244,654

電波障害補償引当金                       -                       -            197,264                       -                       -                       -

その他流動負債                  280                       -                       -                       -                       -                       -

負債合計 66,327,112 71,162,884 66,724,382 65,141,694 62,979,500 62,109,088

純資産の部

Ⅰ　資本金 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229

政府出資金 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229

Ⅱ　資本剰余金 3,431,695 7,574,368 6,739,217 7,813,245 6,968,235 5,903,837

資本剰余金 14,149,235 21,002,737 23,019,380 26,839,004 28,905,323 30,574,120

損益外減価償却累計額（△） △ 10,716,770 △ 13,424,609 △ 16,276,403 △ 19,024,988 △ 21,931,142 △ 24,660,837

損益外減損損失累計額（△） △ 770 △ 3,760 △ 3,760 △ 770 △ 3,081 △ 4,852

損益外利息費用累計額（△） △ 2,865 △ 4,594

Ⅲ　利益剰余金(繰越欠損金） 1,899,237 2,023,565 2,541,786 4,567,076 4,747,438 4,934,348

前中期目標期間繰越積立金          2,362,982          1,450,993

大学運営改善積立金 1,299,894 1,157,497 1,476,532 841,076                       -            568,990

積立金（前期繰越欠損金） 68 435,740 503,032 1,056,670                       -          1,815,466

当期未処分利益（又は当期未処理損失） 599,275 430,328 562,221 2,669,330 2,384,456 1,098,899

（うち当期総利益又は当期総損失） (599,275) (430,328) (562,221) (2,669,330) (2,384,456) (1,098,899)

純資産合計 127,170,160 131,437,161 131,120,231 134,219,550 133,554,901 132,677,414

負債純資産合計 193,497,272 202,600,045 197,844,614 199,361,244 196,534,402 194,786,502

 

  貸借対照表 

財務諸表の附属明細書等については、神戸大学のホームページでご覧ください。（http://www.kobe-u.ac.jp/info/public-info/disclosure/law22/index.html） 

 

  貸借対照表 

財務諸表の附属明細書等については、神戸大学のホームページでご覧ください。（http://www.kobe-u.ac.jp/info/public-info/disclosure/law22/index.html） 
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（単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

負債の部

Ⅰ　固定負債 47,403,973 47,880,712 46,356,349 45,004,625 44,282,134 42,874,974

資産見返負債 24,221,535 24,894,154 26,200,453 27,859,879 28,538,242 29,286,817

資産見返運営費交付金等 2,585,098 2,982,908 3,662,293 4,345,592 5,287,081 5,960,939

資産見返施設費                       -                       -                6,870 6,623 6,376 6,128

資産見返補助金等 83,503 170,296 309,007 1,133,495 1,243,885 1,290,211

資産見返寄附金 1,845,221 2,311,986 2,759,338 2,887,070 2,854,154 2,898,273

資産見返物品受贈額 19,696,364 19,306,059 18,937,914 18,794,415 18,742,160 18,651,541

建設仮勘定見返運営費交付金等                       -            107,436 2,279 505,313 309,696 272,042

建設仮勘定見返施設費                       -                       -            500,145 165,606 70,298 145,940

建設仮勘定見返寄附金                       -                       -                3,570                       -                       -              35,565

その他の資産見返負債 11,348 15,469 19,039 21,767 24,593 26,177

長期寄附金債務 9,834 8,484 8,388 7,884 5,208 4,440

国立大学財務・経営センター債務負担金 21,593,466 19,031,072 16,735,222 14,627,176 12,658,257 11,060,953

長期借入金 901,076 1,129,114 1,003,722 878,330 867,756 1,146,434

退職給付引当金 57,585 63,778 102,268 125,323 170,197 214,896

資産除却債務              80,047              81,775

長期未払金 620,477 2,754,110 2,306,295 1,506,032 1,962,428 1,079,659

Ⅱ　流動負債 18,923,140 23,282,172 20,368,033 20,137,069 18,697,366 19,234,114

運営費交付金債務 2,270,314 2,316,199 1,598,986                       -          1,126,659          1,338,941

預り施設費              13,860 0                       -                       -                       -                       -

預り補助金等 1,215 10,288 25,474 41,690 8,540 15,277

寄附金債務 4,085,139 4,660,924 5,400,306 5,364,220 5,651,099 5,809,656

承継剰余金債務 47,721 0                       -                       -                       -                       -

前受受託研究費等 213,981 309,720 506,535 587,893 669,360 1,142,881

前受受託事業費等 8,679 8,601 30,195 38,373 109,302 86,954

前受金 2,049 1,990 7,128 6,032 5,918 80,210

預り科学研究費補助金等 262,273 236,447 210,159 250,134 275,346 267,032

預り金 205,384 308,177 324,528 338,458 363,456 449,254

        一年以内返済予定国立大学財務・経営センター

        債務負担金
2,737,059 2,562,394 2,295,850 2,108,046 1,968,920 1,597,303

一年以内返済予定長期借入金 125,404 125,392 125,392 125,392 125,392 165,120

未払金 8,299,702 11,948,604 8,735,182 10,458,826 7,567,443 7,385,683

未払費用 526,456 609,663 654,689 619,080 612,768 597,732

未払消費税等 16,346 12,361 49,140 7,993                       -              53,416

賞与引当金 107,277 171,412 207,204 190,933 213,163 244,654

電波障害補償引当金                       -                       -            197,264                       -                       -                       -

その他流動負債                  280                       -                       -                       -                       -                       -

負債合計 66,327,112 71,162,884 66,724,382 65,141,694 62,979,500 62,109,088

純資産の部

Ⅰ　資本金 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229

政府出資金 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229 121,839,229

Ⅱ　資本剰余金 3,431,695 7,574,368 6,739,217 7,813,245 6,968,235 5,903,837

資本剰余金 14,149,235 21,002,737 23,019,380 26,839,004 28,905,323 30,574,120

損益外減価償却累計額（△） △ 10,716,770 △ 13,424,609 △ 16,276,403 △ 19,024,988 △ 21,931,142 △ 24,660,837

損益外減損損失累計額（△） △ 770 △ 3,760 △ 3,760 △ 770 △ 3,081 △ 4,852

損益外利息費用累計額（△） △ 2,865 △ 4,594

Ⅲ　利益剰余金(繰越欠損金） 1,899,237 2,023,565 2,541,786 4,567,076 4,747,438 4,934,348

前中期目標期間繰越積立金          2,362,982          1,450,993

大学運営改善積立金 1,299,894 1,157,497 1,476,532 841,076                       -            568,990

積立金（前期繰越欠損金） 68 435,740 503,032 1,056,670                       -          1,815,466

当期未処分利益（又は当期未処理損失） 599,275 430,328 562,221 2,669,330 2,384,456 1,098,899

（うち当期総利益又は当期総損失） (599,275) (430,328) (562,221) (2,669,330) (2,384,456) (1,098,899)

純資産合計 127,170,160 131,437,161 131,120,231 134,219,550 133,554,901 132,677,414

負債純資産合計 193,497,272 202,600,045 197,844,614 199,361,244 196,534,402 194,786,502

 

  貸借対照表 

財務諸表の附属明細書等については、神戸大学のホームページでご覧ください。（http://www.kobe-u.ac.jp/info/public-info/disclosure/law22/index.html） 

－23－



  

  損益計算書 
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  キャッシュ・フロー計算書 

 

  キャッシュ・フロー計算書 
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  国立大学法人等業務実施コスト計算書 
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  外部資金等の獲得状況 

  外部資金等の獲得状況 
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このレポートは、日頃より神戸大学をご支援いただいている皆様方に、平成23年度の決算内容をできるだけ正確にわか
りやすく説明することを目的として、私たち財務部財務課の若手職員が中心となって作成したものです。 
 

 神戸大学「FINANCIAL REPORT 2012」編集チーム 

 平田 裕紀  花﨑  崇  青田  雅史  村田 真菜子  高橋 佳奈子 

  附属病院・附属学校セグメント情報 

－29－



 

神戸大学 

 

FINANCIAL REPORT 2012 

財 務 報 告 書 

FINANCIAL REPORT 2012 

 

[平成23事業年度] 

平成23年4月1日～平成24年3月31日 

発行：国立大学法人神戸大学財務部 
〒657-8501 
神戸市灘区六甲台町１－１ 
http://www.kobe-u.ac.jp 
℡078-803-5110 




